
サロン 2002 からの
メッセージ

　私たちの“志”は「スポーツを通しての“ゆたかな
くらしづくり”」です。

“志”の実現に向けて、人と情報のネットワークを
築きながら、さまざまな事業に取り組んできました。

広報誌『游 ASOBI』に、私たちからのメッセージ
2 編掲載します。

一つは「オリンピズムを教育に」です。“ゆたかな
くらしづくり”に欠かせない、人材育成に関する内容
です。近代オリンピックの創始者クーベルタンや、日
本におけるオリンピック運動の嚆矢である嘉納治五郎
が求めた“真の教育”を、2020 年以降にしっかりと
根付かせていこうというメッセージです。2016 年 2
月 27 日に筑波大学附属中高で開かれた「筑波大学附
属学校研究発表会」で中塚義実が報告した内容を再掲
してご紹介します。その後の動向についても新たに書
き加えました。

このような思いを持って、私たちは「クーベルタン
- 嘉納ユースフォーラム」をはじめとするオリンピッ
ク教育事業に関わりを続けています（今年度の事業報
告は p.90 ～ 93 参照）。

もう一つは「ユース年代にリーグ戦を」というメッ
セージです。いまでこそユースサッカーリーグは当た
り前になってきましたが、その始まりは 1996 年度
の「DUO リーグ」の設立にあるといえるでしょう。
同リーグの初代チェアマンとして創設と情報発信に努
めた中塚義実が、2001 年 3 月 16 日発行の「高校サッ
カーを考える会　会報第 3 号」に投稿した内容の一
部を転載します。リーグ開始 5 年目の試行錯誤の様
子と、ぶれない理念に沿って展開されていることがこ
の文章からご理解いただけるのではないでしょうか。

「ユース年代にリーグ戦を」のメッセージはもう二
編あります。一つは、NPO 法人サロン 2002 主催「第
3 回 U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」
報告書の挨拶文です（事業報告は p.86 ～ 88 参照）。

「レベルアップ」とともに「リーグ環境の整備」を目
標に掲げるこの競技会のねらいに沿って、「リーグ戦
は最高の遊び」との表題をつけました。さらに“あそ
び”つながりで、2019 年 1 月 26 日に開かれた筑波
大学附属小・中・高の保健体育科合同研究会資料から、

「“遊び心”を育む」と題する文章を転載しました。こ
れらをあわせて、「ユース年代にリーグ戦を」のメッ
セージといたします。
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オリンピズムを教育に
－国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフォーラムを通して－

１．�はじめに 
－「オリンピック教育」とのかかわり

2010 年 8 月末、阿部生雄教育長（当時）から一
本の電話が私のもとに入った。筑波大学が中期計画に

「オリンピック教育」を盛り込み、附属学校と連携し
ながら進めていくことになるので「中塚君に附属学校
の取りまとめをやってもらえないか」という内容であ
る。

筑波大学の院生時代から研究面でお世話になってい
た阿部先生からの依頼である。教育長だからというよ
りも、研究・実践の“当事者”としてお断りするわけ
にはいかない。とは言うものの、「オリンピック教育」
という言葉には違和感があったし、いま一つ素直には
なれなかった。

「オリンピック選手を育てるための教育なんで
しょ？」

「エリート教育のことでしょ？」
「オリンピック招致活動の一環じゃないの？」
「体育科でやればいいんじゃないの？」
など、さまざまな反発が現場から挙がってくること

は容易に想像できたし、実際そうであった。個人的に
は、「せっかくスポーツが文化として市民権を得るよ
うになってきたのに、また教育に引き戻されるのか」

という不安・不満もあった。生意気にもこのようなこ
とを阿部先生に申し上げた覚えがある。

9 月から学校が再開し、日々のあわただしさの中
で、依頼されていたこともすっかり忘れていた。そん
な折、再び阿部教育長から電話があった。10 月初旬
のことである。「国際ピエール・ド・クーベルタン・
ユースフォーラム（以下、国際 YF）という、オリン
ピック教育の国際交流プログラムがある。2011 年の
北京大会に日本から派遣する高校生 2 名を筑波大学
から出してもらえないかとの依頼があった。附属高校
から出してもらうことは可能だろうか」という話であ
る。

数日後、阿部教育長の執務室（当時は旧文京５中の
校舎内にあった）には、同フォーラムを主催する「国
際ピエール・ド・クーベルタン委員会（CIPC）」の田
原淳子理事（国士舘大学教授）と阿部教育長、そして
私がいた。同フォーラムの位置づけと概要、依頼の趣
旨と今後の展望などについて話を伺い、「これは大ご
とになった」と思う一方、「おもしろくなってきた」
とも感じた。

こうして私はいきなり「オリンピック教育」の当事
者となった。その後、学校内外で「オリンピック教
育」を推進する立場となり、現在に至る。

　本報告は、いきなり当事者になった者の視点から
「オリンピック教育」の現状と今後について考察する
ものである。報告書には、引率教員として参加した過
去 3 回の国際 YF に関する資料の一部を記載した。

２．�第８回　北京大会（ 2011 年）へのオブ
ザーバー参加

1997 年の第 1 回大会以来、2 年ごとに開催される
国際 YF に日本が初参加したのは 2009 年の第 7 回大
会である。東京都が 2016 年の招致活動をしていた
こともあり、CIPC の田原理事 ( 当時。現副会長 ) は

平成 27 年度　筑波大学附属学校研究発表会　配布資料
主催：筑波大学附属学校教育局
平成 28(2016) 年 2 月 27 日　於筑波大学附属中学校 育鳳館
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東京都教育委員会に話を持ち込み、都立国際高校の生
徒 2 名と教員 1 名が参加した。

世界中にあるクーベルタンスクールから 7 名の生

徒と 1 名の教員が参加するのが国際 YF の一般的な参
加単位である。しかしクーベルタンスクールでなくて
も、今後「オリンピック教育」を推進していこうとす
る国や地域からオブザーバーとして 2 名の高校生と
1 名の教員を受け入れる制度がある。第 8 回（北京
大会）と第 9 回（リレハンメル大会）に参加した筑
波大学附属高校はこれにあたる。なお、現地滞在費は
すべて CIPC が、渡航費は筑波大学オリンピック教育
プラットフォーム（CORE）が負担してくれて大いに
助かった。

オブザーバーと言っても、生徒は基本的にすべての
プログラムに参加する。それは、クーベルタン賞をめ
ぐるプログラム（地域貢献活動、スポーツテスト、知
識テスト、芸術プログラム、オリンピックの価値につ
いての討議）と、文化交流、相互交流プログラムで構
成される。

2011 年 4 月 11 日、全校生徒がそろう始業式で、
はじめて生徒にこの事業を紹介し、募集を開始した。
7 名の生徒がエントリーし、レポートや面接などで 2
名を選考した。その後は、総合的な学習の時間や放課
後を使って事前学習を行い、手探りながらもしっかり
準備をして臨んだ。

参加した 2 名の生徒は、最初の方こそ言葉の壁を
感じていたようだが、コミュニケーションは言葉だけ
ではない。スポーツや音楽、ダンスなどを通して互い
の理解を深め、仲間の輪を広げていった。二人とも
クーベルタン賞を受賞し、関係者からも高い評価を得
ることができた。

筆者自身は「オリンピック教育とは何か」を実際に
見て、感じてくることを目標に掲げ、おおむね達成で

きた。まずクーベルタン賞のなかみ自体がクーベルタ
ンの思想「オリンピズム」を反映したものであり、そ
れが「オリンピック教育」の内容であると判断でき
た。また、プログラム全体を通して、異文化理解と国
際交流、更には平和への貢献といったメッセージが感
じられ、様々な活動の中で「オリンピズム」が印象付
けられた。

ヨーロッパ主導で「オリンピック教育」が展開され
ていると思う一方で、日本では学校教育のさまざまな
場面で「オリンピック教育」はすでに十分為されてい
ると感じた。嘉納治五郎に始まる日本の「オリンピッ
ク教育」を再評価し、日本から世界に発信していくこ
とが重要ではないかと思った。

３．第９回　リレハンメル大会（ 2013 年）へ
のオブザーバー参加

第 9 回大会も筑波大学附属高校から 2 名が参加す
ることになり、2012 年 10 月 4 日の前期終業式で全
校生徒に告知し、募集を開始した。

5 名の生徒がエントリーし、前回同様、レポートと
面接などで 2 名を選考した。事前学習は主に放課後、
定期的に実施した。前回の蓄積もあり、効果的に準備
にあたることができた。

参加した生徒は今回も非常に意欲的に取り組んだ。
2 名とも剣道部員だったこともあり、アートパフォー
マンスでは剣道の型を披露した。諸外国の参加者には
大きなインパクトを与えたようである。今回も二人の
参加者は高く評価され、次回からのフルメンバー（7

名）参加の道筋を作ってくれた。
初参加の前回は「オリンピック教育とは何か」を探

ることを問題意識として持っていたが、今回は「日本
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で何ができるか」を考えながら過ごしていた。現地で
は CIPC の田原理事ともいろいろ話をした。

7 名のフルメンバーとなる次回は、単独校でなく複
数校から生徒を選んで参加したい。その方がオリンピ
ズムを広げることができるだろう。そのための国内版
ユースフォーラムを実現させる。そのためにはさまざ
まな機関と連携・協力し、「オールジャパン」で臨む

ことが大切である…。
このように考え、CORE はもちろん、日本におけ

るオリンピズムの推進に長く取り組んできた NPO 法
人日本オリンピックアカデミー（JOA）や、「スポー
ツを通しての“ゆたかなくらし“」を”志”に掲げる
NPO 法人サロン 2002（筆者が理事長を務める）な
どと連携しながら次の段階を模索した。

４．国内 YF へ向けて

応募してきたのは男女あわせて 10 名。全員が国内
YF へ参加できるものとし、11 月から週 1 回、放課
後に集まって事前学習を実施した。

まずは「筑波大学附属高校を海外の人に紹介しよ
う」というテーマである。10 人で話し合い、「概要」

「運動」「歴史」の 3 班に分かれて調べ、まとめ、発
表した。

1 ～ 3 月は「オリンピック・パラリンピックを知
ろう」というテーマのもとで、①古代ギリシャ、②ピ
エール・ド・クーベルタン、③オリンピックの諸問
題、④パラリンピック、⑤日本とオリンピックのかか
わりについて調べ、最後に発表会を行った。

４．クーベルタン - 嘉納ユースフォーラムの実際

2015 年 3 月 13 日（金）～ 15 日（日）、筑波大
学および筑波研修センターにてはじめての国内 YF
が開かれた。筑波大学附属高校 (9 名 )、附属駒場 (3
名 )、附属坂戸 (3 名 ) と、趣旨に賛同した帝京高校
(4 名 )、自由学園 (6 名 )、中京大学附属中京高校 (5
名 ) から男女各 15 名、計 30 名の高校生が集まった。
初日は学校紹介と「野性の森」での野外活動、2 日目
は嘉納治五郎やクーベルタンについての講義、陸上競
技場でのスポーツテスト（走・跳・投）、英語による
グループ討議、最終日はグループ討議の発表と筆記テ
ストと盛り沢山な 2 泊 3 日であった。

バランスのとれた人間形成と世界平和への貢献は、
クーベルタンも嘉納治五郎も願っていたことである。
普段は交わることのない他校生との 2 泊 3 日は、オ
リンピズムの何たるかを感じ、いま何をすべきかを考
えるきっかけとなっただろう。

国内 YF 終了後、CORE と NPO サロン 2002 が、
JOA の協力を得て 7 名の生徒を選考した。

次のとおりである。
筑波大学附属高等学校　…　
　阿部道彦（3 年男）、平田東夢（3 年男）、高橋優衣（2 年女）
自由学園　…　
　原嶋百香（女子部高等科 2 年）、古里光（男子部高等科 2 年）
帝京高等学校　…　
　池田和真（2 年男）
中京大学附属中京高等学校　…
　井内理紗子（3 年女）

5．本大会へ向けての準備

全員が集まっての事前学習・事前準備の機会は、計
3 回持つことができた。
第 1 回…�4 月 26 日（日）15：00 ～ 16：45　於筑

波大学附属高校＆占春園
　　　　顔合わせ、旅程と課題の確認
第 2 回…�6 月 7 日（日）12：00 ～ 17：00　於自由

学園女子部
　　　　�講義「世界と日本の体育・スポーツのあゆ

み」、課題ポスター制作、ミニエキスポ準備
第 3 回…�6 月 28 日（日）12：00 ～ 17：00　於自

由学園男子部
　　　�講義「近代オリンピックのあゆみ」「日本の

スポーツ百年（DVD 学習）」、課題ポスター
制作、
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ミニエキスポ準備（日本の夏祭りをテーマとす
る）、「よさこいソーラン節」練習

番外編…�7 月 27 日（月）午後（池袋周辺。都内の生
徒のみ）

4 校 7 名には都内だけでなく名古屋の生徒もいる。
事前学習はスケジュール調整が大変だった。足りない
ところはメール等で補い合って準備を進めた。派遣の
ための体制づくりも並行して進めてもらった。派遣母

体は日本クーベルタン委員会 (CJPC）。現地での滞
在費は CIPC、渡航費は参加者負担であるが、ほとん
どは学校が負担していた ( 本校の場合は筑波大学 )。

5 
 

 
応募してきたのは男女あわせて10名。全員が国内YFへ参加できるものとし、11月から週1回、放課

後に集まって事前学習を実施した。 
まずは「筑波大学附属高校を海外の人に紹介しよう」というテーマである。10人で話し合い、「概要」

「運動」「歴史」の3班に分かれて調べ、まとめ、発表した。 
1～3月は「オリンピック・パラリンピックを知ろう」というテーマのもとで、①古代ギリシャ、②

ピエール・ド・クーベルタン、③オリンピックの諸問題、④パラリンピック、⑤日本とオリンピック

のかかわりについて調べ、最後に発表会を行った。 
 
４．クーベルタン-嘉納ユースフォーラムの実際 

2015年3月13日（金）～15日（日）、筑波大学および筑波研修センターにてはじめての国内YFが開か

れた。筑波大学附属高校(9名)、附属駒場(3名)、附属坂戸(3名)と、趣旨に賛同した帝京高校(4名)、自

由学園(6名)、中京大学附属中京高校(5名)から男女各15名、計30名の高校生が集まった。初日は学校紹 

全校生徒各位 2014.10.3. 

筑波大（のちスロバキア）で、全国各地（のち世界中）の高校生と、 

オリンピックについて語りませんか？ 
－第 10 回 国際ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｸｰﾍﾞﾙﾀﾝ･ﾕｰｽﾌｫｰﾗﾑおよび国内ﾕｰｽﾌｫｰﾗﾑについて（参加者募集！）－ 

 
筑波大学オリンピック教育プラットフォーム（CORE） 

筑波大学附属高等学校 
 

2020 年東京オリンピックの開催が決まり、少しずつ、各分野で準備が始まっています。「オリンピ

ック教育」という言葉も、以前より目にすることが多くなってきたのではないでしょうか。 
オリンピックが「4 年に一度開かれる、スポーツの国際的競技会」ということは誰もが知っている

ことでしょう。しかし残念ながら、オリンピックの真のねらいである「オリンピズム」について、あ

まり語られることはありません。それは、体と心と知性の調和的発達を目指した人間の育成と、国際

理解・国際平和の推進が核となる人生哲学であり、近年は「卓越（Excellence）」「友情（Friendship）」
「尊重（Respect）」という言葉でその価値が表現されています。4 年に一度の競技会は、これらの理

念を広め、実現させていくための一つの方法なのです。 
こうした理念に基づき、世界中から高校生（約 100 名強）が集まり、座学や身体活動を通して学び、

交流を深め、次代の人材を育てる目的で、2 年に一度「国際ピエール・ド・クーベルタン・ユースフ

ォーラム」が開かれています。本校は 2011 年の北京大会、2013 年のリレハンメル大会にそれぞれ 2
名の生徒を派遣し、「嘉納治五郎の学校からの参加者」として注目され、高く評価されています。 

これまではオブザーバースクールとして 2 名のみの派遣でしたが、これまでの実績が評価され、

2015 年の第 10 回スロバキア大会では、本校を含め「日本から 7 名」を受け入れてもらえることにな

りました。そして全国各地の高校生が筑波大に集まり、オリンピズムについて学ぶとともに、第 10
回大会へ派遣する 7 名を選考する場として、CORE 主催で「国内オリンピック教育ユースフォーラム

（仮称）」を開催することになりました。 
まずは国内オリンピック教育ユースフォーラム（仮称）の参加者を募集します。趣旨に賛同し、意

欲的に取り組む人の応募をお待ちしています。 
  

大学会館前の嘉納治五郎像にて
参加生徒・スタッフ集合
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６．�第 10 回　ピエスタニ（スロバキア）大会
（ 2015 年）

大会概要と主なプログラムはスライドのとおりであ
る。主催者の CIPC も、よりよいフォーラムにすべ
く毎回工夫しているのがわかる。以前は学校別・国別
に行っていたアートパフォーマンスを、今回は 10 の
ワークショップから参加者が選択し、多国籍の選択者
とともに作品をつくり上げる形であった。この方が交
流も深まるし良いと思った。北京大会から導入された
ミニエキスポも、各国の文化交流の場としてすっかり
定着している。

 
7 名の生徒にはかけがえのない、貴重な体験となっ

た。ここでの学びを仲間に伝えてもらいたい。

７．今後に向けて

高校生年代の「オリンピック教育」をどのように展
開していくかを、長い目で考え、創り上げていく必要
がある。2020 年の東京オリンピックは“きっかけ”
であり“節目”であるが、オリンピックやパラリン
ピックがあるから「オリンピズムを教育に」と言って
いるのではない。オリンピズムはもっと普遍的な思想
として位置付けられるべきである。
「オリンピック・パラリンピック教育」との表現

は、競技会のための教育のようにもみえる。「オリン
ピック教育」という表現も本当は不要で、単に「教
育」でよいのではないか。ただし“真の”教育である。

クーベルタンも嘉納治五郎も、“真の”教育を求め
ていたのではないだろうか。それは、心と体と知性の
バランスのとれた人間の育成であり、世界平和につな
がる理念なのである。

スロバキア大会参加者集合写真
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その後の動向

１．�国際ピエール・ド・クーベルタン・ユー
スフォーラムと国内ユースフォーラム

（YF）
・�国際 YF の第 11 回大会は 2017 年 8 月 19 ～ 26

日、エストニアのウルヌムレで開かれ、世界五大
陸 23 カ国から約 120 人の高校生が参加した。日
本からは内田佳菜美（筑波大附）、三木勝輝（附
属駒場）、伊豆野竜也・益子好恵（附属坂戸）、 
酒井大治郎（自由学園男子部）、岩越麻耶（中京
大附）、木全解（至学館）の 7 名の生徒と、引率
の藤原亮司氏（附属坂戸）が参加した。事前研修
は 7 月中旬、附属坂戸高校において 2 泊 3 日で
行った。

・�選考を兼ねた国内 YF は 2016 年 12 月末に筑
波大と中京大で開かれた。このときの派遣母体は
JOA（日本オリンピックアカデミー）。国内 YF も
JOA 主催とするため、「JOA ユースセッション」
が冠に付くことになった。国際 YF への派遣母体
と国内 YF の主催者については課題が残った。

・�国際 YF の主催団体である CIPC（国際ピエール・
ド・クーベルタン委員会）の日本組織 CJPC が、
2019 年 1 月 1 日付で正式に設立されることと
なった。今後は CJPC が国際 YF への派遣母体と
なり、選考会を兼ねた国内 YF は CJPC の認可を
受ける形となる。

・�国 際 YF の 第 12 回 大 会 は 2019 年 8 月 24 ～
31 日、フランスのマコンで開かれる。2018 年
12 月末に筑波大と中京大で国内 YF が開かれ、
髙橋りく・秡川典子（筑波大附）、高田伊知郎（附
属坂戸）、八木暁（自由学園男子部）、高田和実（自
由学園女子部）、成田乙葉（中京大附）、星静（名古
屋大附）の 7 名が選考された。引率は自由学園女
子部の山田恵子氏である。

２．クーベルタン - 嘉納ユースフォーラム
・�2 年に一度、国際 YF の選考を兼ねるときは筑波

大学オリンピック教育プラットフォーム（CORE）
主催、NPO 法人サロン 2002（NPO サロン）共
催、JOA の後援・協力の形となる。中間年は国
際 YF とはつながらないが、別の形で開催してい
る。2018 年 3 月初旬、筑波大学附属中高の桐陰
会館に 2 日間、通いで「クーベルタン - 嘉納ユー

スフォーラム 2017」が開かれた。主催は東京都
高体連研究部。高体連とどのように連携していく
かが今後の課題である。

・�NPO サロンは、クーベルタン - 嘉納ユースフォー
ラムの共催団体として、運営面とプログラム構築
に貢献している。なお、2013 年度の第 9 回国際
YF に日本代表として参加した皆川宥子は 2018
年度より NPO サロンの事務局の仕事を担ってお
り、今年度の国内 YF にも帯同した。

３．スポーツ庁オリパラ教育推進事業
・�2020 年東京オリンピック・パラリンピック開催

を機に、東京都だけでなく全国各地に「オリパラ
教育」を推進すべく、スポーツ庁の標記事業が展
開されている。筑波大学は当初から実施主体とし
て関わり、今では早稲田大学、日本体育大学も加
わり、2018 年度は全国 35 自治体が取り組んで
いる。

・�2020 年以降にこの事業が継続される見通しはな
い。「オリパラ教育」はどうなっていくのだろう
…

４．何を残すか
・�「2020 年へ向けて」よりも「2020 年以降に何

を残すか」がより重要であると考える。「オリン
ピック教育」（または「オリパラ教育」）の名のも
とに“真の教育”のすがたが少しずつみえてき
た。持続可能な“真の教育”の実現に、NPO サ
ロンも何らかの形で貢献していきたい。

文責：中塚義実（特定非営利活動法人サロン 2002 理
事長） 
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ユース年代にリーグ戦を①

ユース年代のサッカー環境を見直そう
－底辺からのリーグシステム導入を－
中塚義実　(筑波大学附属高等学校教諭，DUOリーグチェアマン)

■はじめに

中学時代は熱い先生の指導の下での熱血運動部、高
校時代は生徒主体の運動部、大学では 100 人の大所
帯で全国一を争う伝統的運動部と、タイプの異なる学
校運動部にお世話になった。その中で学んだことは
サッカーのプレーだけではなく、非常に多岐にわた
る。私自身の“スポーツ観”の一部分と“スポーツ習
慣”の大部分が、20 世紀の学校運動部の中で形成さ
れたことは間違いない。しかし、自分の運動部体験を
振り返ってみると、「このままでいいのか」という疑
問と試行錯誤の繰り返しであったように思う。

　大学院でスポーツ社会学を専攻し、「スポーツと
は何か」「これからの社会においてスポーツはどう位
置づけられるのか」などを研究する中で、「このまま
でいいのか」に対する回答は徐々に整理されてきたよ
うに思う。それでも教員になって高校の指導現場に
立ってみると、理論だけでは通用しない現実の厳しさ
や、“習慣を変える”ことの難しさを日々感じながら
今日に至っている。

20 世紀の日本のスポーツを学校が大部分担ってき
たことについては異論の余地がない。戦後はこれに企
業が加わり、学校と企業にささえられた日本独特のス
ポーツシステムが完成した。しかしこの
システムは、学校や企業があって初めて
成り立つシステムであって、スポーツの
自立とは程遠い。こういったシステム上
の大きな欠陥は、20 世紀の終わりの 10
年間に、学校運動部の危機と企業運動部
の相次ぐ廃部という形で顕在化してきた。
21 世紀に入った今、“意識”や“習慣”
の大幅な転換が求められているのである。

今回、「高校サッカーを考える会」の会
報にレポートを書く機会が与えられ、大
変感謝するとともに、大きな責任を感じ

ている。まだまだ経験の浅い若輩者の、しかも中間報
告である。しかし、これも高校サッカーの現場の一つ
である。夢を描いて仲間と歩んできた「DUO（デュ
オ）リーグ」の 5 年間を中心にたっぷりと報告した
い。「高校サッカーを考える」際のたたき台の一つと
して活かしていただければ幸いである。

■地域におけるユースサッカーリーグ「DUO
リーグ」の実践

Ⅰ．DUO リーグの理念
１．これまでのスポーツからこれからのスポーツへ

｢ユース年代にリーグ戦を｣ との考えは、従来の学
校運動部への反省から生まれている。それは、“本来
のスポーツを取り戻す”ことであり“様々な規制か
らの解放”でもある。“チーム”と“選手”しか育て
てこなかったこれまでの日本のスポーツ界にあって、

“クラブ”と“プレーヤー”を育てる視点を持ち込む
試みである。

スポーツ観を、「これまでの」ものから「これから
の」ものへと変えていきたい（図 1 参照）。しかし、

“意識 ( 考え方 )”はそうたやすく変えられるものでは
ない。変えられたとしても、日常的な“習慣”を変え

「高校サッカーを考える会　会報第 3 号」より転載　
平成 13(2001) 年 3 月 16 日発行
注）文中の個人名の所属は当時のものである。
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選　　手 → プレーヤー

多くの｢補欠｣を生むシステム → ｢補欠ゼロ｣のスポーツシステム

｢競技｣志向 → ｢プレイ-スポーツ-競技｣多様なあり方

｢大会｣中心 → ｢日常生活｣中心

トーナメント → リ ー グ

｢引退｣のあるスポ－ツライフ → ｢引退なし｣の生涯スポーツライフ
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～このような方向性で、“スポーツ”を、スポーツの“場”を、そしてスポーツ好きな“人”を育てていくことが大切なのではないか～

これまでのスポーツ観 これからのスポ－ツ観

図１．これまでのスポーツからこれからのスポーツへ

「高校サッカーを考える会 会報第 3 号」より転載 
平成 13(2001)年 3 月 16 日発行 
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なくてはすぐに元に戻ってしまうだろう。リー
グシステムは、これまでの“習慣”を変え、生
活に根ざした文化としてのスポーツを育てるた
めの仕掛けなのである。

２．DUO リーグの理念
定着させたい“意識”と“習慣”を、「DUO

リーグの理念」としてまとめた（資料参照）。
目新しい考え方でも何もない。ちょっと考えれ
ば当たり前のことである。ただし、これまでの
習慣にとらわれているうちに見失っていた部分
もあるかもしれない。
１）サッカーの生活化

｢最後の大会が終わって引退する｣ のは、どこ
かに無理があるからである。週末に定期的にゲー
ムがあるリーグシステムは、運動・栄養・休養の
サイクルの中に、高校生としての日常生活 ( 学習
を含む ) とスポーツ活動をバランスよく配置する
上で好都合である。

年間の活動サイクルの確立にもリーグシステム
はすぐれている。試合に負けて急にオフになるこ
とはない。リーグ期間中がシーズンである。シー
ズンオフを有効利用することで、より豊かなス
ポーツライフを満喫できるだろう。
２）定期的な試合の場の確保

｢サッカーをする｣ とは、｢サッカーのゲーム
を行う｣ ことである。一つのクラブの中に、レベ
ルやニーズを共有するチームがいくつかあるよう
な集団であれば、皆がゲームを行うことが可能
である。その集団においてはチームワークだけで
なく、異なる価値観を受け入れるクラブワークが
求められる。ゲームを行う単位である“チーム”
とスポーツを育てる場である“クラブ”は整理し
て考えなければならない（図 2 参照）。

定期的なゲームはトレーニングの動機づけと
なる。ゲームだけ、トレーニングだけでなく、両
者がバランスよく配置されていることが大切であ
る。定期的にゲームがあるリーグシステムは、こ
の点からも有効である。また、負けたら終わりの
ノックアウトシステムにはどうしても悲壮観がと
もなう。アマチュアにもかかわらず“引退”とい
う言葉がはびこる現状の誘因となっている。負け
ても次があるリーグシステムにおいてグッドルー
ザーが育ち、前向きなスポーツ観が育つのであ
る。
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が求められる。ゲームを行う単位である“チーム”とスポーツを育てる場である“クラブ”は整理して考

えなければならない（図 2 参照）。 
定期的なゲームはトレーニングの動機づけとなる。ゲームだけ、トレーニングだけでなく、両者がバラ

ンスよく配置されていることが大切である。定期的にゲームがあるリーグシステムは、この点からも有効

である。また、負けたら終わりのノックアウトシステムにはどうしても悲壮観がともなう。アマチュアに

もかかわらず“引退”という言葉がはびこる現状の誘因となっている。負けても次があるリーグシステム

においてグッドルーザーが育ち、前向きなスポーツ観が育つのである。 
３）レベルに応じた受け皿づくり 
ノックアウトシステムでは時折ミスマッチが起きるが、同レベルのリーグシステムなら毎試合緊張感が

日常生活にサッカーが無理なく位置づけられる

シーズンが明確になる

シーズンオフをつくる　→　シーズンを意識した計画づくり

複数のスポーツへの取り組みが可能　→　スポーツのシーズン制

３年間の高校生活にサッカーが無理なく位置づけられる

アマチュアに引退なし

誰もがゲームに参加できる

「補欠ゼロ」のサッカー環境

複数のチームによって構成されるゆたかな“クラブ”の育成

練習への動機づけとなる

Ｍ－Ｔ－Ｍの活動サイクルの樹立

合理的・科学的トレーニング

「リーグ戦」が経験できる

負けても次がある　→　積極的なスポーツ観を育む

同程度の相手と切磋琢磨できる

レベルアップ

タレントの発掘と育成

勝つか負けるかわからない「ハラハラ」を楽しむ

レベルやニーズに合わせた活動ができる

昇格・降格による動機付け　→　強い“チーム”の育成

能力に応じた活動の場の提供　→　自立したたくましい“個”の育成

「スポーツの主人公」を育てる

ただサービスを待つのでなく、自分でできることはする

受益者負担の原則

ピッチを取り巻く多様な人材を育てる

審判員の育成と地位向上

現場スタッフ、ボランティア、サポーター等の多様な人材の発掘と育成

注）2004年度から「DUOリーグの理念」は上記のものとなった(本文と表現が多少異なるが趣旨は変わらず)

２．「補欠ゼロ」のゆたかなクラブ育成－チームからクラブへ

３．強いチームとたくましい個の育成－レベルアップ

４．サッカーをささえる人材の育成－自主運営と受益者負担

草の根から全国へ　　サッカーからあらゆるスポーツへ

サッカーを通して健全なスポーツ観を身につけ、

ゆたかなスポーツ環境を構築する

Ｄ Ｕ Ｏ リ ー グ の 理 念
１．「歯磨き感覚」「引退なし」のスポーツライフ－サッカーの生活化

運動・栄養・休養のバランス
→ 歯磨き感覚のスポーツライフ

学習活動等との「両立」

3 
 

あり、ハラハラする楽しさを味わうことができ

る。もちろん切磋琢磨する中でレベルアップを

図ることもできる。レベルやニーズごとに階層

的にリーグがある仕組みを完成させることが必

要である。 
タレント発掘の観点からは、リーグ単位での

発掘・育成が効果的である。リーグ単位での合

同練習、トレセン活動によって、強化と直結し

た活動となる。 
４）サッカーをささえる人材の育成 
選手育成、代表強化の観点だけでなく、社会

全体が豊かになるような文化としてのスポーツ

を育てるために、スポーツをささえる人材の育

成が急務である。選手中心のこれまでの学校運

動部では競技者を育てることに力点が置かれて

いたが、ユース年代の大多数のプレーヤーは、

競技場に足を運び、審判や運営に携わり、次世

代の親や指導者となって、スポーツをささえる

側となるのである。ささえる活動の意義を理解

させる指導がユース年代には欠かせない。 
ゲームを行うために何が必要かを自分で考え

て行動できる“スポーツの主人公”を育てたい。サービスをただ待つのでなく、自分でできることはする、

自立したスポーツマンの育成である。 
と同時に、スポーツを取り巻くさまざまな分野の“スペシャリスト”を育てることも大切である。受益

者負担の原則に基づき参加費を徴収し、為された仕事に対して正当に評価することによって、スポーツを

ささえる仕事の価値が高まり人材が育つのである。リーグシステムは、サッカーを、そしてスポーツをさ

さえる人材の育成にも好都合である。 
 

Ⅱ．DUO リーグの誕生 
上に挙げたような理念が具体化したのは、多くの仲間との語らいの中からである。東京都高体連の有志

で「サッカー科学研究会」を発足させたのは 1995 年度のことであった。グラウンド上の指導と大会運営

だけでなく、もっと互いに情報交換できないかということがきっかけであった。はじめは「科学的トレー

ニングを現場にどうやって導入するか」がテーマだったが、トレーニングだけでなく栄養と休養を含めた

「スポーツライフマネジメント」が次の話題となり、「高校生としての日常生活を全うしながらサッカーを

続けていくには」「少しでもレベルを上げるには」「これからのスポーツを担う人材を育てるには｣といった

話の中でリーグシステムの話が時折出てくるようになった。96 年 2 月の「第 16 回サッカー医科学研究会」

におけるシンポジウム、「育成期における望ましい競技会のあり方」で指定発言者として意見を述べる機会

があり、当時考えていたことを整理することができた。DUO リーグはその 2 ヶ月後にはじまった。 
理念が明確化すれば、あとはこれに賛同し、共に行動する“同志”を集めればよい。幸い私の周りには、

東京教員クラブで共に汗を流した仲間や、高体連でいつもコミュニケーションを取りあっている仲間が大

勢いた。青木久典（昭和一）、小金丸浩志（京華）の両氏はそういった仲間であり、彼らはすぐこの話に乗

ってきた。青木氏からは「うちは 3 チーム均等につくって部の中で競争させます」とのアイデアも出され

た。実際に初年度の昭和一は、チームごとに主将と副将を置き、ユニフォームもそろえて単独チームとし

図２．「チーム」と｢クラブ｣の関係

　複数のチーム（レベル、ニーズ、年齢、性別、種目など多様）で構成されているクラブ
のイメージを持つことが必要

　本来育てるべきは、多様なニーズを受け入れる「クラブ」ではないか。

　これまでの学校運動部は、ゲームを行う単位である「チーム」（競技志向のチームが
ほとんどで、プレイ志向の受け皿にはなりにくい）に偏重していた。

　しかも単年度のチーム、最後の大会が終わると引退という仕組みになっており、プレ
イの機会が限られていた。「クラブ」が育ちにくい環境にあったと言える。

チーム

クラブ

チームチーム
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３）レベルに応じた受け皿づくり
ノックアウトシステムでは時折ミスマッチが起きる

が、同レベルのリーグシステムなら毎試合緊張感があ
り、ハラハラする楽しさを味わうことができる。もちろ
ん切磋琢磨する中でレベルアップを図ることもできる。
レベルやニーズごとに階層的にリーグがある仕組みを
完成させることが必要である。

タレント発掘の観点からは、リーグ単位での発掘・
育成が効果的である。リーグ単位での合同練習、トレ
セン活動によって、強化と直結した活動となる。
４）サッカーをささえる人材の育成

選手育成、代表強化の観点だけでなく、社会全体が
豊かになるような文化としてのスポーツを育てるため
に、スポーツをささえる人材の育成が急務である。選
手中心のこれまでの学校運動部では競技者を育てるこ
とに力点が置かれていたが、ユース年代の大多数のプ
レーヤーは、競技場に足を運び、審判や運営に携わ
り、次世代の親や指導者となって、スポーツをささえ
る側となるのである。ささえる活動の意義を理解させ
る指導がユース年代には欠かせない。

ゲームを行うために何が必要かを自分で考えて行動
できる“スポーツの主人公”を育てたい。サービスを
ただ待つのでなく、自分でできることはする、自立し
たスポーツマンの育成である。

と同時に、スポーツを取り巻くさまざまな分野の
“スペシャリスト”を育てることも大切である。受益
者負担の原則に基づき参加費を徴収し、為された仕事
に対して正当に評価することによって、スポーツをさ
さえる仕事の価値が高まり人材が育つのである。リー
グシステムは、サッカーを、そしてスポーツをささえ
る人材の育成にも好都合である。

Ⅱ．DUO リーグの誕生
上に挙げたような理念が具体化したのは、多くの仲

間との語らいの中からである。東京都高体連の有志で
「サッカー科学研究会」を発足させたのは 1995 年度
のことであった。グラウンド上の指導と大会運営だけ
でなく、もっと互いに情報交換できないかということ
がきっかけであった。はじめは「科学的トレーニング
を現場にどうやって導入するか」がテーマだったが、
トレーニングだけでなく栄養と休養を含めた「スポー
ツライフマネジメント」が次の話題となり、「高校生
としての日常生活を全うしながらサッカーを続けてい
くには」「少しでもレベルを上げるには」「これから
のスポーツを担う人材を育てるには｣ といった話の中

でリーグシステムの話が時折出てくるようになった。
96 年 2 月の「第 16 回サッカー医科学研究会」にお
けるシンポジウム、「育成期における望ましい競技会
のあり方」で指定発言者として意見を述べる機会が
あり、当時考えていたことを整理することができた。
DUO リーグはその 2 ヶ月後にはじまった。

理念が明確化すれば、あとはこれに賛同し、共に行
動する“同志”を集めればよい。幸い私の周りには、
東京教員クラブで共に汗を流した仲間や、高体連でい
つもコミュニケーションを取りあっている仲間が大勢
いた。青木久典（昭和一）、小金丸浩志（京華）の両
氏はそういった仲間であり、彼らはすぐこの話に乗っ
てきた。青木氏からは「うちは 3 チーム均等につくっ
て部の中で競争させます」とのアイデアも出された。
実際に初年度の昭和一は、チームごとに主将と副将を
置き、ユニフォームもそろえて単独チームとして活動
していた。もちろん高体連の大会にはそれらの代表
チームが出場する。リーグ戦とカップ戦への取り組み
を整理した好事例であった。

筑波大学の先輩でもある栗原鏡成氏（都立向丘）
は、グラウンドがないため練習試合の相手を探すのに
毎週何時間も電話を握り締める毎日であった。リーグ
の一員となって定期的に試合が組まれるようになれ
ば、その労力も軽減するだろうとお誘いしたのだが、
最初は「グランドがないから迷惑をかけるだけだ」と
遠慮されていた。“ささえる”ことの重みを充分承知
されていたからである。しかし構想自体には大いに賛
同し、結局は初年度からの仲間になった。栗原氏が東
京学芸大学附属高校に異動した後も、OB が来てこの
活動をささえてくれている。これには、学校の中に

「DUO リーグ顧問（DUO リーグの試合のみの担当
者）」というポストを作るのにご尽力下さった、栗原
氏の後任顧問の力添えも大きい。

どうしても入ってほしかったのが、当時東京都高体
連委員長だった上野二三一氏（都立小石川）である。
いずれは全国の委員長になられる上野氏には熱っぽく
このアイデアを語った覚えがある。今やリーグ構想の
最大の理解者でもある上野氏は、「DUO リーグ」の
名付け親でもある。それは、巣鴨のビアホールで生ま
れた名称であり、東京都高体連の第２地区が母体であ
ることに由来する。

JCY（日本クラブユースサッカー連盟）との関係も
保ちたかった。同じユース年代をみている仲間であ
る。一線を引く理由はどこにもない。私自身が JFA
科学研究委員会の調査のため、河口湖で行われている
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JCY の全国大会（今はＪヴィレッジに移った）に毎
年のように出入りしており、当時の JCY 事務局長で
あった三菱養和の西子実氏とは早い段階でリーグ構想
の話をしていた。ユースチーム監督の漆間信吾氏とも
意気投合し、快く仲間入りしてくれたのは言うまでも
ない。

こうして 5 つのクラブから 10 チームが参加して、
初年度の前期 DUO リーグが始まった。1 節につき 5
試合、すなわち 1 日グラウンドが確保できれば 1 節
消化できる。全部で 9 節なので、各チームが 1 度だ
けグラウンド確保に力を尽くせばできるという計算で
はじめたが、実際はグラウンドを持っている筑波大附
属高校と小石川高校でやりくりをした。中間考査の
シーズンは都合が合わず、試合が消化できないことが
あったが、当該チーム同士で連絡を取り合って消化し
てもらった。グラウンド確保とスケジュールの調整は
大きな課題であるが、近郊でリーグを組織しているた
め、平日の放課後でも試合が可能であったことが、日
程の消化には好都合であった。初代王者は京華高校。
優秀審判賞には 2 名の高校生が選ばれた。初年度か
ら、審判もできるだけ高校生にさせるようにしてい
る。審判で能力を発揮する者も生まれてくるだろうと
の思いからである。

三菱養和も小石川も 2 年生中心、昭和一は 3 チー
ム均等割りといった顔ぶれだった第 1 回のリーグに、
筑波大附属高校は 3 年生中心の筑波 A と 1,2 年生主
体の筑波 B で参加した。「筑波 A 対筑波 B」のダー
ビーマッチは、互いの意地がぶつかり合う好ゲーム
だった。

Ⅲ．DUO リーグのあゆみ
その後は、試行錯誤を繰り返しながら一歩ずつ前進

し、無事 5 年目のシーズンを終えることができた。
ここでは 5 年間の成果をいくつかのポイントに絞っ

て述べてみたい。

１．DUO クラブの増加－“同志”の輪の広がり
この 5 年間で加盟クラブは倍増した。指導者が理

念を共有し、「文京区と豊島区にある｣ クラブであれ
ば基本的にウェルカムである。理念を共有する“同
志”が年々増えていることが大きな成果である。

初年度後期からは学習院（鈴木勇作氏。現在は玉生
謙介氏）と豊南（小林厚氏）が、2 年目のシーズンか
らは本郷（阿出川信夫氏）が加盟した。リーグの一員
となると、シーズン中はリーグ日程に拘束される。全

国区の強豪である本郷高校は独自のスケジュールで動
いているだろうと気を使い、初年度はお声かけをしな
かったのだが、2 年目に加盟以来、DUO リーグの理
念の具現化に努力してもらっている。

理念を共有することは非常に大切である。理念が共
有できていれば、誰もが“ささえる”ことに前向きに
取り組んでくれるので、加盟クラブが増えると同時に
スタッフも増え、運営はむしろスムーズにいく。「リー
グ入りすれば試合ができてラッキー」という安易な感
覚で入ってこられても何も生まれない。リーグの当事
者としての自覚を持ち、権利を主張する前に義務を果
たす“同志”によって運営されるのである。新規加入
に際しては、チェアマンのヒアリング（要するに私が
いろいろ話を聞くこと）を経て、その上で「DUO 会
議」で承認手続きを取るようにしている。

2001 年度からはさらに２つのクラブが仲間入りす
る。巣鴨高校の顧問からは、「最近は、自分たちでは
何もせずに、ただグランドへ行けばサッカーができ
ると思っている高校生が多い。DUO リーグは試合を
行うだけでなく、ささえる活動も重視していると聞い
た。ぜひ参加させていただきたい」という話があり、
全会一致で承認された。もう一つは、東京大学ア式蹴
球部。ユースリーグの定義からは外れるが、B チーム
の活動の場として大学生にメリットがあるし、大学
生との試合経験や交流、都心の照明付き施設は DUO
リーグにとってもプラスである。これも全会一致で承
認された。私としては、東大生がいずれ日本の各界の
リーダーになる人材であるとするなら、DUO リーグ
の理念と活動に触れておいてもらうことは、スポーツ
の理解者を増やす上で重要との読みもあった。赤門を
くぐることが高校生にとっての知的刺激（あるいは話
しのネタ）となるのもいいし、“東大神話”がいい意
味で崩壊してくれればなお良いとも思う。

東大コーチの高崎康嗣氏は、大学院時代に私がみ
ていた少年サッカーの教え子である。また、彼のも
とでプレーする東大サッカー部員には、高校時代に
DUO リーグを経験した筑波大学附属高校の OB がい
る。彼らが再び DUO リーグに戻ってくるめぐりあわ
せがおもしろいと感じたが、“Ｂチーム”が参加する
DUO リーグには決して戻るまいというのが、彼らに
とっての今シーズンの目標のはずである。

DUO リーグをモデルにして、各地にリーグが生ま
れていることも、“同志”の輪の広がりと言えよう。
筑波大学附属駒場高校の小沢治夫氏は、世田谷区で

「Ｓリーグ」を立ち上げ 5 年が経過する。足立学園の
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遠藤宏一氏も理念に賛同する“同志”であるが、「足
立区はだめ。やりたかったら自分たちで作りなさい」
と突っぱねていたところ、99 年度から足立区周辺で
のリーグが誕生した。「セリエＡ ( ぁ ) だち」という
名前までもこちらで用意していたのだが、彼らは自分
たちのリーグを「Ａリーグ」と呼んでいる。

２．リーグ構成単位（会員）の明確化
リーグの構成単位（会員）も整理されてきた。どう

いう単位で登録（加盟・加入）するのかは、リーグが
何を育てるのかといった基本的な理念と連動している

（図３参照）。
育てたいのは、多様なレベルやニーズの受け皿と

しての“クラブ”であり、その構成員としての自立し
た“プレーヤー”である。従って、DUO リーグの構
成単位は、加盟団体は“クラブ”、会員は個々の“プ
レーヤー”となる。彼らは基本的には“会費”を払っ
てメンバーとなり、リーグの構成員としての責任を果
たすことによって、リーグ戦に参加する“チーム”を
組織する権利が与えられる。ギブアンドテイクの関係
がベースである。

DUO リーグでは、加盟クラブを「DUO クラブ」
と呼んでいる。この単位で“会費”を徴収することも
検討されたが、現時点では見合わせている。今後の課
題である。

各 DUO クラブのプレーヤーを「DUO リーガー」
と呼ぶ。2000 年度からは年 500 円の“会費”を払っ
て DUO リーガーとなる制度
が取り入れられた。DUO リー
ガーには「DUO リーグプロ
グラム」が無料で配布される。
一般の方には「DUO リーグ
プログラム」は一部 400 円で
販売されているので、前後期
分が無料で入手できることは
金銭面でお得である（来シー
ズンはプログラムをもう少し
安く上げよう）)。

ゲームを行う単位である
“チーム”は各期ごとにエン
トリー（参加申込）する。エ
ントリーに際して各チームか
らは 18,000 円の“参加費”
を徴収する。2 チーム参加す
るクラブからは 2 チーム分徴

収する。チームに課せられた義務は全て、試合を行う
ための義務である。参加費を払うこと、大人が必ず付
添うこと、審判を確保すること、指定された試合を必
ず行うこと。これらが各チームの義務である。

“メンバーシップ”と“大会へのエントリー”を整
理し、“会費”と“参加費”を区別することが大切で
ある。それは“クラブ”と“チーム”を整理すること
でもある。ここでの考え方は、21 世紀の競技団体の
あり方の提案でもある。

なお、DUO リーグでは、各試合につき 3 名までの
“特別枠選手”（19 歳以上のプレーヤー）の出場を認
めている。オリンピックを参考にしているのは言うま
でもない。このおかげで、私もプレーヤーとして出場
することができる。実際は B チーム等でメンバーが
足りない時などに OB が出場する際にこの枠を使う
ことが多い。“特別枠選手”は必ずしも「ＤＵＯリー
ガー」として入会していなくてもかまわないが、側面
からささえる大切なスタッフである。

３．リーグシステムの確立
最初は 10 チームの 1 リーグ制であったが、加盟ク

ラブ及び参加チーム数の増加とともに、リーグ形態も
徐々に変化してきた。それは、同レベル同士が切磋琢
磨できる環境を構築するための試行錯誤でもあった。

98 年前期の順位をもとにして、上位 8 チームが 1
部、それ以外は 2 部として、同年後期より 1,2 部制
を導入した。たとえあるクラブの A チームであって

5 
 

に取り組んでくれるので、加盟クラブが増えると同時にスタッフも増え、運営はむしろスムーズにいく。

「リーグ入りすれば試合ができてラッキー」という安易な感覚で入ってこられても何も生まれない。リー

グの当事者としての自覚を持ち、権利を主張する前に義務を果たす“同志”によって運営されるのである。

新規加入に際しては、チェアマンのヒアリング（要するに私がいろいろ話を聞くこと）を経て、その上で

「DUO 会議」で承認手続きを取るようにしている。 
2001 年度からはさらに２つのクラブが仲間入りする。巣鴨高校の顧問からは、「最近は、自分たちでは

何もせずに、ただグランドへ行けばサッカーができると思っている高校生が多い。DUO リーグは試合を

行うだけでなく、ささえる活動も重視していると聞いた。ぜひ参加させていただきたい」という話があり、

全会一致で承認された。もう一つは、東京大学ア式蹴球部。ユースリーグの定義からは外れるが、B チー

ムの活動の場として大学生にメリットがあるし、大学生との試合経験や交流、都心の照明付き施設は DUO
リーグにとってもプラスである。これも全会一致で承認された。私としては、東大生がいずれ日本の各界

のリーダーになる人材であるとするなら、DUO リーグの理念と活動に触れておいてもらうことは、スポ

ーツの理解者を増やす上で重要との読みもあった。赤門をくぐることが高校生にとっての知的刺激（ある

いは話しのネタ）となるのもいいし、“東大神話”がいい意味で崩壊してくれればなお良いとも思う。 
東大コーチの高崎康嗣氏は、大学院時代に私がみていた少年サッカーの教え子である。また、彼のもと

でプレーする東大サッカー部員には、高校時代にDUOリーグを経験した筑波大学附属高校のOBがいる。

彼らが再び DUO リーグに戻ってくるめぐりあわせがおもしろいと感じたが、“Ｂチーム”が参加する

DUO リーグには決して戻るまいというのが、彼らにとっての今シーズンの目標のはずである。 
DUO リーグをモデルにして、各地にリーグが生まれていることも、“同志”の輪の広がりと言えよう。

筑波大学附属駒場高校の小沢治夫氏は、世田谷区で「Ｓリーグ」を立ち上げ 5 年が経過する。足立学園の

遠藤宏一氏も理念に賛同する“同志”であるが、「足立区はだめ。やりたかったら自分たちで作りなさい」

と突っぱねていたところ、99 年度から足立区周辺でのリーグが誕生した。「セリエＡ(ぁ)だち」という名

前までもこちらで用意していたのだが、彼らは自分たちのリーグを「Ａリーグ」と呼んでいる。 
 
２．リーグ構成単位（会員）の明確化 
リーグの構成単位（会員）も

整理されてきた。どういう単位

で登録（加盟・加入）するのか

は、リーグが何を育てるのかと

いった基本的な理念と連動して

いる（図３参照）。 
育てたいのは、多様なレベル

やニーズの受け皿としての“ク

ラブ”であり、その構成員とし

ての自立した“プレーヤー”で

ある。従って、DUO リーグの

構成単位は、加盟団体は“クラ

ブ”、会員は個々の“プレーヤー”

となる。彼らは基本的には“会

費”を払ってメンバーとなり、

リーグの構成員としての責任を

果たすことによって、リーグ戦

に参加する“チーム”を組織す

る権利が与えられる。ギブアン

個
人
個
人

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

個人

図３．メンバーシップとエントリー－ＤＵＯリーグの会計構造
注）各事業へは参加単位（リーグならチーム、講習会なら個人)ごとに「参加費」を払って「エントリー」す

る。それが「事業費」である。各事業は独立採算が原則。組織をささえるための「管理費｣は、ＤＵＯリー

ガー（選手)からの「会費」やＤＵＯクラブの「加盟費」、あるいは主旨に賛同する賛助会員からの「会費(ス

ポンサー料)」から捻出される。このようなリーグ仲間の「メンバーシップ｣が組織をささえる力になり、この

部分をより一層強化したい（今後の課題)。
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も力がなければ 2 部、逆に B チームであっても 1 部
入りすることもある。入れ替えは前後期とも行い、1
部の下位 2 チームは自動降格、下から 3 番目のチー
ムは入替戦と、なかなかシビアである。

　リーグ期間の設定、すなわちシーズンはどこで、
どこがオフシーズンとなるのかを明確にすることは重
要である。大会スケジュールや学校のサイクルを考え
合わせると、4 ～ 7 月、9 ～ 12 月をリーグ期間とし、
１～ 3 月をオフシーズン、プレシーズンとする現行
の考え方は一般化できるはずである。変化の幅の大き
い高校生の場合、長期にわたるリーグ、例えば通年の
リーグはなじまない。

この考えを前提とすると、一つのリーグは 8 チー
ムで構成するのが望ましいということもわかってき
た。行事や大会等の関係で、これ以上増えると日程
の消化が困難である。最終的に目指すイメージである

「衛星型サッカー環境」も、一つひとつのリーグは 8
チーム単位で考えている。

４．マネジメントシステムの確立
リーグ運営は、まず開幕前に各クラブから参加チー

ム数とスケジュール（学校行事と会場の都合）を提出
してもらい、参加費を徴収し、前回リーグの順位をも
とにリーグ構成と組み合わせの大枠を確定するところ
からはじまる。リーグ期間中はおおむね以下の流れで
進められる。

１）�日程の調整と連絡…会場・大会等の進行状況・
各チーム事情等を考慮して次のゲームを最終決
定し、「DUO リーグ通信」や「ではない通信」
( 緊急時の号外 ) で各クラブへ連絡する。

２）�試合当日の運営…当日の朝はライン引き・会場
づくり。定刻にゲームが行われるように運営。
審判手当ての支払い。記録の管理。後片付け

（特にごみ処理）。
３）�試合結果の集計と報告…各会場の試合結果の取

りまとめ（会場責任者から FAX で翌日届く）。
順位・得点ランキング等を確認し、「DUO リー
グ通信」で各クラブへ連絡。

注）�ライン引きは 1 試合目のチームが、後片付け
は最後のチームが行うこととしているので、会
場校への負担は高体連の大会ほどはない。ま
た、審判は割り当てに従って全クラブが等しく
行う。高校生が笛を吹くことを奨励している
が、OB や保護者が行うこともあるし、もちろ
ん指導者が吹くこともある。

注に挙げた以外の業務を全て、最初の 3 年間はチェ
アマン兼事務局長の私がやっていた。こう書くとかな
り大変な感じもするが、慣れてくるとどうということ
はない。それこそ“習慣”である。

しかし、個人に全て寄りかかる組織では発展しない
と考え、99 年度から徐々に仕事を振り分け、2000
年度からは、競技担当、広報担当、会計担当を設けて
分担制にした。これら日常的業務に加えて、2000 年
度はプログラム作成、フレッシュマンリーグ（前期の
みの 1 年生リーグ）、審判講習会、ＤＵＯリーグ選抜
などの新規事業にも、担当者を設けて取り組んだ。

“プロ意識を持ったボランティア”として、手作り
でリーグを運営することがまずは基本である。その上
で、いずれはマネジメントの部分を切り離すことも考
えている。その部分を、例えば NPO 法人として独立
させる、あるいは業者に外部委託するなど様々な方法
が考えられる。しかしいずれの場合でも、“プロ意識
を持ったボランティア”と“ボランティア精神を持っ
たプロ”の存在が不可欠だろう。

５．リーグ内の情報交換システムの確立
１）DUO リーグ通信

「DUO リーグ通信」を、シーズン中はほぼ毎週発
行している（資料参照。全 4 ページの 1 ページ目）。
ここには試合結果や各種データ、次週の連絡などの
他に、「チェアマンからのメッセージ」も時々載せて
いる。ここに資料として載せたものは、東京都ユース
サッカーリーグ設立趣意書を提出したというニュース
と、施設利用に際しての心構えに関する厳重注意が含
まれている。こういったものを毎回 FAX で各クラブ
代表者に送信し、代表者から「DUO リーガー」にわ
たるという仕組みである。連絡をめぐるトラブルもい
くつかあったが、おおむねスムーズにいっているよう
である。

「DUO リーグ通信」をいちいち封筒に詰めて郵送
するといった方法では続かなかっただろう。これに
は、一気に送信できる優れた FAX に助けられている。
今後は電子メールやインターネットを用いて、デジタ
ル情報化したものをどんどん交換できるようにしてい
きたい。

デジタル情報も重要だが、サッカーショップの掲
示板にあるアナログ情報もなかなかのものである。

「DUO リーグ通信」は、池袋の某サッカーショップ
にも配信しており、そこの掲示板には ｢セリエ A｣ の
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最新情報の隣に「DUO リーグ」の最新情報が掲示さ
れている。池袋駅を使うことの多い「DUO リーガー」
たちは、バティの隣に自分の名前が出ている「DUO
リーグ通信」をみて、またモチベーションが高まるの
である。ついでながら、進路選択に迷っている地元の
中学生にとっては、サッカーができる高校を判断する
際の資料の一つとしても機能しているようである。

情報のあるところにはコミュニティが生まれ、ネッ
トワークが生まれる。サッカーショップ等の小売店の
情報発信機能は、インターネットの時代にあっても重
視すべきである。

２）DUO リーグプログラム
2000 年度にはじめて作ったプログラムは、DUO

リーガーがお互いのことをさらに理解するための資料
であり、DUO リーグそのものを理解する、すなわち
このリーグが何のためにつくられ、どこへ向かおうと
しているのかを知るための資料である。単なるチーム
紹介だけでなく、JFAnews の連載等の読み物がいく
つかあり、なかなか読み応えのあるものができたと、

担当の奈蔵清之氏（豊島学院）ともども自画自
賛している。前期プログラムの残部を 1 部 400
円で販売中なので、ご希望の際は連絡いただき
たい。なお、後期プログラムはすでに完売した。

2001 年度のプログラム作成には、生徒も参
加する。具体的には、豊島学院と筑波大附属の
女子マネージャーで取材班を編成して小石川や
三菱養和を取材したものを掲載することを企画
中である。生徒はかなり乗り気である。このよ
うに、高校生が取材や編集に携わることにより、

「勝った負けた」だけでない、多様なサッカーと
の関わりが可能となる。「プログラム」という一
つのアウトプットができたことにより、また一
つ世界が開けてきたように思う。

６．リーグ外への情報発信
ＤＵＯリーグの実践については、これまでも

いろんなところで報告する機会があった。92 ～
96 年の『高校サッカー年鑑』で連載していた

「プロリーグの発足と高校サッカーの将来」の中
で示唆したリーグ構想は、その後 JFAnews の
連載「ユース年代のサッカーはいま」で紹介す
る こ と に な る（No.164・165、1997.1・2)。
神奈川県立体育センター主催の「部活動指導者
セミナー」や、JFA 科学研究委員会主催の「科

学的トレーニングの理論と実際研修会」でも紹介する
機会を得たし、日体協Ｃ級指導者養成講習会の共通科
目「スポーツ社会学」の中でも一部分紹介している。
これらを通して“同志”の輪が広がっていくことがう
れしい。

学会関係でも何度か発表する機会があった。98 年
の「スポーツ産業学会第 7 回大会」では、理念に裏
打ちされた現場の実践報告ということで大きな反響
があった。有志の研究・情報ネットワーク「サロン
2002」では、様々な分野の方にこの試みを伝えるこ
とができ、理解と支援、及びいくつかのアイデアを頂
戴した。さらに、お隣の韓国へも、99 年 11 月の韓国
体育学会主催のシンポジウム「2002 年ワールドカッ
プと生涯スポーツの振興」において、「日本サッカー
の構造改革」の話（もちろん日本語で）の中で一部紹
介することができた。日本以上に「これまでのスポー
ツ観」に偏っている韓国でも、スポーツ観及び習慣を
変えることが必要であると、多くの識者は認識してい
るようだった。私の発表に韓国の研究者も共感すると
ころが多かったらしく、言葉の壁はあったが、その日
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は遅くまで、韓国のお酒を飲みながらいろいろ語り合
うことができた。もっとも、研究者と現場がどれほど
リンクしているのかは、日本同様未知数であるが…。

このように、DUO リーグを外向けに発信する機会
はますます増えている。前項に述べた「DUO リーグ
プログラム」も、DUO リーガーへの啓蒙だけでなく、
外部への情報発信の意図もある。今後もいろんなメ
ディアを通して情報発信していきたい。

７．DUO リーグ会議の定期的開催
当初から「指導者会議」と称しては定期的に会合を

開き、その中で課題を出し合いながら方向性を確認
していたのだが、それが「DUO リーグ会議」の名称
で、本格的な会議の形態を取るようになったのは初年
度後期からである。ものごとを決断する際の手続きは
重要である。より多くの、異なる立場からの意見を取
りいれながら民主的に判断できる組織であるために、

「DUO リーグ会議」では一般の方にもオブザーバー
として参加してもらっている。オブザーバーに裁決権
はないが発言権はある。これまでに、都内や他県の指
導者、JFA・J リーグ関係者などが出席し、前向きな
意見を出していただき、大変感謝している。

会議そのものがリーグ運営の当事者としての自覚を
育てるとともに、組織内での合意形成のトレーニング
でもある。「民主主義のトレーニング」と言っても良
いだろう。「DUO リーグ会議」では若手指導者が交
代で議長を経験することによって、ささえる人材の育
成の場ともなっている。会議後の飲み会では必ず議事
進行の話題も出て、それがまた議長を経験した者の勉
強となるのである。

1999 年度後期 DUO リーグ会議の席で、早川幸治
氏（豊島学院）から「生徒にも DUO リーグ会議に参
加させ、リーグの存在を意識させる」提案があり、そ
の次の会議からはオブザーバーとして高校生も参加す
るようになった。彼らははじめ、先生方が並ぶ本格的
な会議にびびりまくっているのだが、そのうち恐ろし
いものではないことがわかり、また自分たちの発言を
聞いてくれることがわかると喜んで意見を言うように
なる（最後までなじまない者もいるが）。2000 年度
後期の優秀審判賞選出には、高校生からの意見が大い
に反映された。これだけでなく、高校生からの生の意
見は非常に参考になる。今後とも続けていきたい。

８．レベルアップ
これら制度的な充実とともに、肝心のサッカーの質

の方も、着実に向上していると思う。DUO リーグは、
各クラブのレベルアップに直接または間接的に貢献し
たと言えるだろう。

DUO リーグができる前と後を比較すると、特に補
欠でしかなかった者のモチベーションが高まり、全体
的な底上げが為されたということが言える。例えば名
門本郷の復活は、単に推薦でいい選手が入ってくるよ
うになっただけではなく、A も B もともに 1 部に属
して 40 分ハーフの厳しいゲームを経験できたことが
部内の底上げ、競争の激化につながったことが一因だ
ろう。同じく AB ともに 1 部に属していた小石川は
本年度、あと 2 勝で高校選手権本大会出場というと
ころまでたどり着いた。3 年生全員が前期 DUO リー
グの最後（7 月末）まで残ったことがプラスに働いた
こともあるのではないか。JCY では三菱養和が関東
予選を勝ち抜いて、年末の J リーグユース選手権に出
場した。JCY とは一味違う高体連のサッカーと接す
ることで、彼らが一回り大きくなったことを感じる。

このような他クラブの活躍がいい意味で互いに刺激
になっている。リーグ仲間は良きライバルでもある。
高体連もクラブユースも関係ない。

今後は更に、DUO リーグの上位に位置するリーグ
を、底辺から順に組織していきたい。最終的には関東
リーグあたりまでつながっていくと良いのではない
か。関東スーパーリーグの方々ともこの件で一度じっ
くり話し合ってみたい。

Ⅳ．ＤＵＯリーグのビジョン
本年度は、「2001 年より東京都ユースサッカーリー

グを創設すべく行動を開始する」ことをモットーに
様々な試みに挑戦した。前述の、プログラム作成、フ
レッシュマンリーグ、審判講習会、DUO リーグ選抜
の活動などの新しい試みはすべて、リーグの質を高め
るためのものであった。そして、業務の統合と分担を
進めたのは、このリーグを特殊な事例としてでなく、
汎用性の高いものにするためであった。このような内
的な整備と並行して、上野二三一氏を発起人代表とし
て「東京都ユースサッカーリーグ設立趣意書」が（財）
東京都サッカー協会に提出され、同理事会で承認され
たのは 6 月のことであった。

しかしその後はなかなか話が進まない。ある面で仕
方のないことだと思う。東京協会第 2 種委員会の構
成員は皆、現場での日々の指導に一所懸命汗を流して
おられる方々である。全体的な検討をするだけの余裕
を生み出すのはなかなか困難である。だからといって
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「協会がやってくれる」のを待っていても仕方がない。
底辺からの働きかけを積極的に進めていくことが必要
であると感じている。

その際、将来的なビジョンを提示することは重要で
ある。最終的にどこへ行き着くのかが明確でないと、

最初の一歩はなかなか踏み出せない。以下
に述べるのは、最終的な仕上がりイメージ
である。ここにたどり着くまでに、現実と
の擦り合わせや、社会の変化への対応が迫
られるだろう。多くの人や組織との連携は
不可欠だが、小さなこだわりは不要である。
多くの声に耳を傾け、柔軟に修正し、譲れ
ない部分を守りながらつくり上げていく必
要がある。

１．�衛星型サッカー環境の構築 
（図４参照）

草の根のサッカーレベルからトップレベ
ルまで、区市町村単位から９地域単位まで、
レベルに応じたリーグが階層的に存在する

「衛星型サッカー環境」の構築が、求めら
れるイメージである。レベルが上がるにつ
れてより広い範囲を網羅するもので、レベ
ルに応じた“チーム”の入れ替え制度だけ
でなく、“プレーヤー”も、自分にあった
場を求めて移動＝移籍できる仕組みがユー
ス年代からできればよいと考える。すなわ
ち下位リーグのチームに所属する選手で
あっても能力の高い者は、より上位リーグ
のチームでプレーできるような仕組みであ
り、短期間の移籍も含めて検討の余地があ
ろう。もちろんそのためには、チーム間で
勝敗を競い合うだけのスポーツ観から脱却
し、自立した個人と、個を育てる指導者と、
互いを認めあい、受け入れあう成熟した集
団の存在が必要である。

リーグの単位がタレント発掘の単位でも
ある。リーグ単位の合同練習会、選抜チー
ムの活動が、そのままトレセン活動につな
がるような仕組みが考えられる。

２．�年間スケジュールの確立 
（図５参照）

スケジュールの調整は目先の問題として
でなく、現行の大会を整理し、ユース年代

の年間計画そのものを見直す作業につなげていく必要
がある。図 5 は、リーグ戦を柱に据えたユース年代
のイベントシステムの例である。レベルごとのリーグ
戦が前期・後期と行われ、その合間に、リーグ未加
盟チームも参加できるカップ戦 ( ノックアウトシステ

図４図４

図５図５

図６図６
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ムによるトーナメント ) がある。さらに、協会未登録
層を含んだ各種イベント ( フットサル大会やサッカー
キャンプなど ) が年間を通して行われている。このよ
うに多様なイベントに関わることによって、ユース年
代のスポーツ観もより豊かなものに育っていくだろ
う。

３．�他種目を含めたスポーツのシーズン制
（図６参照）

まずはサッカーのリーグ戦からはじめているが、他
の種目でもこのような考え方でリーグが構成されれば
良い。スポーツのシーズンが明確になれば、ユース年
代のスポーツ環境は大きく様変わりするだろう。ユー
ス年代のプレーヤーのほとんどは、単一種目にしか取
り組めないような制度、あるいは意識・習慣にある
が、シーズン制を導入することによって複数種目への
取り組みが可能となる。図 6 は個人のスポーツライ
フの例を示したものであるが、このように、レベルや
ニーズに応じて、シーズンごとに種目間を行き来でき
るような仕組みが考えられる。これらを可能にするた
めには、指導者やプレーヤー自身の意識改革が前提と
なるが、大部分の「スポーツ好き」にとっては、サッ
カーもバスケットボールもスキーもできるようなス
ポーツのシーズン制の導入は肯定的に受け入れられる
だろう。

　複数種目に関わることによって、各種目の競技人
口は増加するし、本当に自分にあった種目を見いだす
ことも可能である。それは、真のタレントの発掘にも
つながる。また、種目間の垣根の高い日本のスポーツ
行政の改革も、ユース年代から複数種目に関わるマル
チスポーツライフを経験することによって自ずと解消
されてこよう。ユース年代が変われば日本のスポーツ
は変わるはずである。

４．地域に根ざしたスポーツクラブへ
DUO リーグの会場となることの多い筑波大学附属

高校グラウンドには、リーグ戦をはじめとする大会実
施日になると他校の卒業生も沢山やってきて、高校時
代を懐かしむ姿をよく見かける。彼等にとってこのグ
ラウンドは、高校時代の思い出の詰まったふるさとな
のである。この意識が、例えばクラブハウスという
ハードに吸収できればと考える。

「DUO リーグ」はユース年代のリーグだが、第 1
種のトップチーム－「FCDUO（仮称）」－を持つこ
とによって、次の段階に入るだろう。DUO リーグは

「FCDUO( 仮称 ) のユースチームがリーグ戦を行って
いる」という位置づけになる。先に活動から始まるク
ラブづくり。学校もクラブも関係なく、地域に根ざし
た総合型のクラブづくりは、このような形からも可能
であると考える。

もっともこの話は、まだ私の頭の中で描いているだ
けである。実際は、個々の運動部の歴史や、OB を含
めた組織との関係があって、そうすべきかどうかもわ
からない。むしろ各学校単位でクラブ化を図る方がよ
り現実的な選択とも言える。ただ、欧米のクラブの歴
史を見ても、“チーム”から始まって“クラブ”に成
長し、何かをきっかけに他のクラブと統合したり分か
れたりすることはよくあるのである。「ユナイテッド
構想」ともいえる、複数クラブの連合による総合型の
クラブづくりは、挑戦してみる価値があるのではない
かと考えている。
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その後の動向

１．DUO リーグのその後
・�1996 年度より始まった DUO リーグは 2005 年

度末に 10 周年を迎え、記念シンポジウムを開い
た。その際「20 周年の時にまだ中塚がチェアマ
ンをやっているようではアカン」と明言したが、
19 年経過した 2014 年度をもってようやくチェ
アマン交代。いまは本郷高校の岩野英明氏が 2 代
目チェアマンを務める。

・�2018 年度は 34 クラブが加盟し、1 部 10 チー
ム、2 部 9 チーム× 2、3 部 8 チーム× 2 で構
成。4 ～ 8 月は昇降格のあるリーグ戦を、9 ～
12 月はより自由度の高い「フレキシブルリーグ」
や、8 人制のワンデー大会などの「フリーサイズ
フットボール」を行った。前期リーグ日程のずれ
込みと、後期の“遊び”が定着しないことがここ
数年の課題。

・�上位リーグつながったあたりから指導者の“遊び
心”が失われてきた。そこで 2007 年度、「トロ
フィーがない！」プロジェクトに、アーティスト
と連携して取り組み、「履けなくなったサッカー
シューズでできた履けるトロフィー」が完成。
12 年間はこのユニークなトロフィーを用いるこ
ととなった。

２．ユースサッカーリーグのその後
・�公開シンポジウムで述べたとおり、DUO リーグ

の理念と活動は徐々に広がり、2004 年度から
大々的に「東京都ユースサッカーリーグ」を開始
すべく、総会まで開いて準備は整った。しかし学
校教育とスポーツの論理の間で調整がつかず中止
に。その一方、JFA 主導のリーグ整備は頂点から
進み、いまでは全国各地にユースサッカーリーグ
が整備されている。しかし学校教育とスポーツの
論理の間の溝が埋まったわけではない。持続可能
なリーグ環境をいかに整えるかが課題。

３．�NPO 法 人 サ ロ ン 2002 と DUO リ ー
グの関わり

・�中塚チェアマン時代から、サロン 2002 関係者は
DUO リーグにさまざまな形で深く関わってきた。
また DUO リーガーを経てサロン 2002 に関わる
ようになった者も大勢いる。NPO サロンの岸卓

巨事務局長もその一人。高校時代から DUO リー
グの運営をサポートし、大学時代は DUO リーグ
事務局として、そしていまでは NPO サロンの事
務局長として DUO リーグの運営にも携わる。

・�2015 年度より、DUO リーグの事務局業務を
NPO サロンが受託することとなった。同時に「企
画部」の業務も請け負うこととなり、テーピング
講習会や栄養講習会を NPO サロンが企画してい
る。ただしこれらは本来、リーグの構成員が企画
すべきもの。ここにも“遊び心”の欠如、余裕の
なさがみられる。

・�「トロフィーがないプロジェクト」は、アーティ
スト名「KOSUGE1-16」の土谷享氏、「靴朗堂本
店」の佐藤いちろう氏との連携で始まった。いず
れもサロン 2002 のメンバーであり、いまでは

「スキンプロジェクト」または「リサイクルプロ
ジェクト」の名で展開。“遊び心”あふれる取り
組みである。

４．�NPOサロンとユースリーグ－U-18フッ
トサルを中心に

・�サロン 2002 にはフットサルに関わるメンバーも
数多い。とくに U-18 年代のフットサルには中塚
および本多克己副理事長がさまざまな形で関わり
続けてきた。NPO 法人サロン 2002 では 2016
年度より toto の助成を受けて「U-18 フットサ
ルリーグ・チャンピオンズカップ」を主催。全国
各地域のリーグチャンピオンが集い「レベルアッ
プ」を図るとともに、「日常的なリーグ環境の整
備」を目標に掲げている。サッカーで展開してき
たことを次はフットサルで実現させ、「スポーツ
を通しての“ゆたかなくらしづくり”」に貢献し
ていきたいと考える。

※�次ページの「リーグ戦は最高の“あそび”－第 3
回大会を終えて」は、リーグ戦の意味について投げ
かけたものである。次々ページの「第 14 回合同研
究会のテーマ＜“遊び心”を育む＞について」は、
ここで再三述べてきた“遊び心”について述べたも
のである。

文責：�中塚義実（特定非営利活動法人サロン 2002 理
事長）
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U-18 フットサルリーグ・チャンピオンズカップが、
はじめて信州で開催されました。

初日の代表者会議では、この大会の二つのねらい、
「U-18 年代のレベルアップ」と「日常的なリーグ環
境の整備」について、主催者の思いを熱く語らせてい
ただきました。

ベスト 4 のうち 3 チームが F リーグの下部組織で
す。「U-18 年代のレベルアップ」の背景が理解でき
ます。その中で優勝したのが京都橘高校サッカー部で
あることも、この年代の育成・強化の多様性が感じら
れます。U-18 年代にはさまざまなクラブが存在しま
す。レベルやニーズに応じて「日常的なリーグ環境の
整備」を進めてください。夜の指導者懇親会ではゲー
ムの話とともに、各地のリーグ戦の様子が語られまし
た。こういう機会は大事ですね。

ここで改めて、私たちが考える「リーグ環境」「リー
グ戦」について述べておきます。

リーグ戦は“組織”です。特定の個人や業者に任せ
て「総当たり戦を行う」ものではありません。ゲーム
を楽しむ人たち自身で自分たちの活動をささえる－自
主運営と受益者負担が原則です。ささえる活動を楽し
むマインドが根底にあります。

リーグ戦は“生活”です。平日のトレーニングと週
末のゲームで 1 週間の「サイクル」を形成し、リー
グ期間が「シーズン」となります。ワンデーマッチで

「総当たり戦を行う」ことではありません。リーグ期
間をどこに持っていくかは大きな課題です。地域ごと
の事情もあるでしょう。皆さんからのご意見をいただ
ければ幸いです。

リーグ戦は“あそび”です。“あそぶ”の前につけ
る形容詞は「自然に」「ちゃんと」「本気で」「徹底的
に」がふさわしいでしょう。定期的に“あそぶ”仕組
みがリーグ戦です。言われたから「総当たり戦を行

う」のではありません。やりたいから、やりたい人が
やるのです。

NPO 法人サロン 2002 の“志”は「スポーツを通
してのゆたかなくらし」です。それは徹底的に“あそ
ぶ”ことが根底にあります。「生きる」だけならなく
てもよいが、「よりよく生きる」には欠かせない文化
であるスポーツやアートの原点にある“あそび”を、
私たちは大事にしています。

主管の長野県フットサル連盟はじめ運営に携わって
くださった方々、そしてスポンサーとしてささえてく
ださった方々、応援してくださった方々、ほんとうに
ありがとうございました。

来年も、その先も、toto の助成を受けながら、しっ
かりとこの大会を支え続けてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

特定非営利活動法人サロン 2002
理事長　中塚義実

リーグ戦は最高の“あそび”
－第3回大会を終えて

第 3 回　U-18 ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｽﾞｶｯﾌﾟ報告書」より転載
主催：特定非営利活動法人サロン 2002
2019 年 1 月 5 ～ 6 日　於ことぶきアリーナ千曲 ( 長野県 )

ユース年代にリーグ戦を②
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第14回合同研究会のテーマ
「“遊び心”を育む」について

筑波大学附属高等学校　中塚義実

■ 14 回目の合同研究会と本年度の準備過程

『月刊 体育科教育』での連載（2004 年度）を引
き継ぐ形で 2005 年度より本研究会が始まり、今回
で 14 回目となる。はじめの 10 回は＜小・中・高

「保健体育科」授業の一貫性について考える＞を大
テーマに掲げ、取り上げる種目や領域を小・中・高
であわせて公開授業を行ってきた。第 11 回大会では

「これまでの 10 年間をまとめて」考える場を設け、
第 12 回大会からは「フェアプレー精神を育む（2016
年度）」、「かかわりあいで学ぶ（2017 年度）」と、種
目や領域でない“共通テーマ”を設けて小・中・高の
授業を公開してきた。

今年度の共通テーマをどうするかについて、年度は
じめの四校研（附属小・中・高と大学の教員で組織さ
れる研究会。年 3 回開催される）で議論した。10 年
に一度の学習指導要領改訂期にあたり、参観者もその
ことを意識しているだろう。だから学習指導要領に関
連するテーマ設定は一つの方法だ。しかしもっとその
前に、現場で感じることから何か導き出せないか。児
童・生徒を取り巻く環境の変化は著しい。子どもたち
には、変わらないところもあるが大きく変わってきた
ところもある。このような状況の中で、体育の意義を
どのように捉えていけばよいのか…

このような議論の中で出てきたのが、今回のテーマ
「“遊び心”を育む」である。「言いだしっぺ」の私は
本研究会の立ち上げに深く関わった者であり、附属高
校で 32 年間の“定点観測”を続けている。

日頃から感じる問題意識も含め、今回のテーマ設定
に至る「思い」を述べてみたい。

■「“遊び心”を育む」に込められた思い

個人的な話で恐縮だが、私の少年時代、日本は高度
経済成長の真っただ中にあった。都市化、核家族化が
進み、それ以前の日本とは大きく変わろうとする時
期だったのだろう。「働き方改革」といった言葉はな
かった時代である。大人たちはモーレツに働き、ゆた
かな「サンマ（時間・空間・仲間）」を持つ子どもた
ちは、屋外で、群れをなして、徹底的に遊んでいた。

学校が終わるとすべて自由時間である。習い事はな
い（そろばん塾に通う子はいたが私は関係ない）。ア
ポなしで友だちの家へ行って誘い出し外遊びを始め
る。遊び空間は近くの小川や池、田んぼ、裏山などの
自然の中だったり、神社の境内や原っぱなど多様で
ある。子どもの数が多かったので遊び仲間に困るこ
とはない。友だちが弟や妹を連れてくることも多々
あった。その際、幼い子には特別ルールが適用され、

「おみそ」「おまめ」として一緒に遊んだのは言うま
でもない。路地裏の野球ごっこは「三角ベース」。自
分が塁に出ているのに打順が回ってきたら「透明ラ
ンナー」。このような工夫をしながら、みなでわいわ
い言いながら遊んでいた。高学年になると放課後の校
庭で遊ぶことが多くなったように思う。そこで私は、

“遊びとしてのサッカー”にはまる。組織的な少年
サッカーは私の住んでいた地域にはなかった。子ども
だけの自由な世界。ルールや遊び方は自分たちで工夫
する。けんかもしたし、けがもした。いやなこともた
くさんあったが、いまとなってはよき思い出である。

そのころから実ははじまっていたのだろう。子ども
の遊び環境は少しずつ、ときには猛烈な勢いで変化
を続けた。気がつけばかつてあった「サンマ」は喪

「第 14 回 筑波大学附属小・中・高等学校 体育・保健体育科合同
研究会 資料」より転載
主催：筑波大学附属学校教育局、筑波大学大塚地区「四校研」
2019 年 1 月 26 日　於筑波大学附属中高

ユース年代にリーグ戦を③
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失し、子どもの成長にとって不可欠とされていた“群
れ遊び”は崩壊した。これからどうなっていくのだろ
う。たいへん心配である…。

このことは私の学生時代からすでに指摘されてい
た。そして教員になって 10 年ほどたったころ、体育
に「体ほぐしの運動」が入ってきた。“群れ遊び”で
やっていたことを学校教育の中で取り上げるのだそ
うだ。それからさらに 20 年ほど経過した。“群れ遊
び”を経験していない世代が親となり、この 10 年で

「ゲーム」「スマホ」が青少年の世界を支配した。まっ
たく恐ろしいことである…。

附属高校研究大会では今年度、「社会の変化と保健
体育科の使命」を取り上げ、生徒の変化について意見
交換した。教科分科会資料から「近年感じる生徒の変
化」について書かれた部分を引用する。
•	 自由な「遊び」が下手になっている。自分たちだ

けで工夫できない（しようとしない）。
•	 すぐに教師に「正解」を求めようとする。教師に

言われたことは忠実に実践する（よくできる）。教
師の後押し（お墨付き）があれば大胆に“遊び心”
を発揮できる（潜在的には「持っている」？）。

•	 少年サッカー経験者が増えてきた。サッカーの普
及もあるが、それよりも本校生徒の家庭環境が影
響しているのではないか（子どもを習いごとに通
わせる余裕がある。サッカーは習い事の一つ）

•	 スポーツは習うもの、教えてもらうものという意
識が強くなってきた。水泳教室や体操教室だけで
なく、サッカーさえも「習っていた」という言い
方をする。

•	 集団での意思決定がますます下手になってきた。
多数決への依存傾向は以前もあったがその傾向が
強くなっている。複数の意見を集約して「これで
いこう！」と決断できるリーダーがいない。

•	 その場で解決せず「あとは LINE に送っとくね」
で話し合いが終わる。一人でいる時間にいろんな
グループの LINE 情報に振り回され、帰宅後もい
つも忙しそうにスマホとにらめっこしている。

•	 スマホとのにらめっこを注意すると「スマホで勉
強やっている（友だちに聞いている）」。しかしし
ばらくするとスマホでゲームをやっている（保護
者会で出てきた話）

•	 行事や委員会などで「前年のマニュアル」への依
存傾向が強く、新しいアイデアが出てこない。マ
ニュアルには目を通すが、「なぜこうなっているの

か」「どういうねらいがあるのか」について考え
ようとしない。マニュアルやデータは受け継ぐが

“魂”を受け継がない。
•	 マニュアルも「見といてね」だけで、実はきちん

と読み込んでいないのではないか。（引用ここま
で）

高校生の現状について、「言い出しっぺ」の私は強
い危機感を抱いている。そしてこうなった最大の原因
は「群れ遊びの崩壊」にあると理解し、「“遊び心”を
育む」体育授業の必要性を強く感じている。

■参観のために

附属小・中・高の保体科教師が全員私と同じ考えを
持っているわけではない。また“遊び心”の意味のと
らえ方も一致しているとは限らない。参観された方々
も含め、意見交換を重ねながら問題意識を共有し、今
後の見通しを共通できれば幸いである。

授業担当者は、今回のサブテーマである「遊び心を
育む－楽しみ方の工夫」を意識して授業を組み立て
た。次の点を意識しながら授業をみていただき、協議
会で意見交換できればと考える。
１）�各授業のどこに“遊び心”を喚起させる工夫が施

され、児童・生徒はどのように反応しているか？
・�小学校：�ルールの工夫やアレンジ、じゃんけんと

いう遊びを取り入れることによって…
・�中学校：�ルールを仲間とともにつくり出すことに

よって…
・�高校　：�運動に“リズム”や“競争”といった遊

びの要素を加味させることによって…
２）�小中高の各段階において児童・生徒は“遊び”を

どのようにとらえているのか？
３）�「“遊び心”を育む」ことの意義は？　体育で担う

ことの可能性と課題は？

■高校 3 年生のコメントより

最後に、高校 3 年生が書いた文章をご紹介したい。
高 3 後期の授業は、これまで学校体育であまり取り
上げられることのなかった運動・スポーツの中から、
生徒自身で選び、仲間を集め、企画・運営していく選
択実技である。今年度は「スポーツ鬼ごっこ＆カバ
ディ」の授業が 10 時間行われ、最後に「“遊び”に
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ついて」書かせた。次のような課題である。

“遊び”について
10 時間の授業の初めに、この授業の中核は“遊

び”であること、本気の“遊び”が人を育てると
いうこと、ちゃんと遊べる奴はちゃんと仕事もで
きる（遊べない奴は仕事もできない）ことなどを
中塚が熱っぽく語りました。単元を終えて、“遊び”
をどのようなものだと感じ、何を考えましたか？

A さん（附属小・中出身：女子）

“遊び”を行うと、たとえその人が知り合いでなく
ても心を通わせることができると思った。参加してい
る全員が同じ環境で頭を使い、勝つことに対しての
み尽力する姿は、純粋で楽しいものであった。“遊び”
には（今回の場合、鬼ごっこでは）ただ単に運動神経
が露わになるのではなく、人柄も現れる。人を助けに
行く人がいれば、ずっと隠れ続ける人がいて、集団で
攻めていこうとする人がいれば、個人行動を好む人も
いる。様々なゲームを行うことで、各々の戦い方や考
え方が垣間見えたような気がする。

小学校の頃、自分が友だちを見るポイントの一つと
して「遊びの上手さ」があったと思う。手元にお金も
なければ、多くの道具がない中でどう遊ぶのかを無意
識のうちに頭を使って考えていたと思う。そのよう
な頭の柔軟性が 18 歳になり無くなっているように感
じた。また初対面の子でも何ら気兼ねなく一緒に“遊
び”、すぐに友達になる力は子供ならではかと思った。
現代社会では遊び場が減り、電子機器の増加が起こっ
ており、子供元来の遊び方を忘れてしまっているよう
だが、今回、外で走り回ることでしか得られない遊び
の良さを再度確認できた。

B さん（附属小・中出身：女子）

私はスイッチの ON、OFF がきれいにわかれてい
る人間である。したがってスイッチが ON の時しか
本気になることはできない。私にとっての「遊び」は
通常スイッチ OFF の時に行われる。一方、私の中で
の「本気になる」とは、ある事に神経をすべて集中さ
せて食事をするのも億劫になるくらい夢中になること
である。したがって私にとっては「本気」と「遊び」
は結びつかない。もちろん「本気になる」ことで楽し
いと感じることはいくらでもある。だがもし「本気」
になったときの楽しさを「遊び」と定義してしまった
ら、スイッチが OFF の時に楽しむものを何と定義づ
けるかが難しい。「遊び」ながら私の言う「本気」に

なれればいいのだが、それはなかなか難しい…

Cくん（附属小・中出身：男子）

「遊べない奴⇒仕事ができない」の対偶は「仕事が
できる⇒遊べる」で、確かにそれは当てはまると思
う。まず「仕事ができる人」の特徴は、要領がよく、
よく周りを見れて、ON と OFF の切り替えがうまい
ことであると思う。そういった意味で、そのような
人は当然遊びができる。なぜなら、「遊び」とは OFF
を全力で楽しむということだと僕は考えるからだ。遊
びは確実に OFF に属する作業であるが、そこで ON
であるときに重要なことを、ある一定の型に当てはめ
てその力を発揮することができないと、遊びを楽しむ
ことはできない。遊びは社会の仕事の縮図なのだ。だ
から、遊びと仕事は密接に関連しあっており、仕事が
できる⇒遊べるというのはある意味自明のことであ
る。

個人的に、遊びはリーダーシップとサポーターシッ
プを養成する場だなと感じた。遊びでは失敗はむしろ
歓迎されるので、失敗をくり返すことで、どうしたら
人を楽しませることができるかを学び、社会に歓迎さ
れる人材となることができる。

Dさん（高校からの入学生：女子）

遊び、と言われると、何か幼いような気がしてしま
うが、どのように楽しむのか、というのはとても大切
だと思った。自分だけでなく相手も楽しませるために
は、いろいろな工夫が必要だし、やるべきことがわ
かっていないと楽しむこともできないというのは、遊
びにも能力があるということなのかと感じた。

一人ひとりが個人で楽しんでいっても決していい
“遊び”はできないし、逆に周りに譲ってしまったら
楽しめない。積極性も、周りを見る力も大切にしなけ
ればいけない遊びは奥が深いし、だから楽しいのだろ
うとわかった。ふざけるという意味での遊びではな
く、考えながら楽しむ遊びなら、どんなことでも遊び
の要素を持たせることで、積極的に取り組めるような
気がした。

【補足資料】
 ヨハン・ホイジンガ

（高橋英夫訳『ホモ・ルーデンス』、1973、中公文庫）
＜遊びの定義＞　①自由、②分離、③規則

遊びとは、あるはっきり定められた時間、空間の範



121游 ASOBI  2019 April

サロン 2002 からのメッセージ

囲内で行われる自発的な行為もしくは活動である。そ
れは自発的に受け入れた規則に従っている。その規則
はいったん受け入れられた以上は絶対的拘束力をもっ
ている。遊びの目的は行為そのもののなかにある。そ
れは緊張と歓びの感情を伴い、またこれは『日常生
活』とは『別のもの』をという意識に裏づけられてい
る。

 ロジェ・カイヨワ
（清水幾太郎ほか訳『遊びと人間』、1970、岩波書店）
＜遊びの定義＞　①自由、②分離、③未確定、④非生
産性、⑤規則、⑥虚構

①�自由な活動；すなわち、遊戯者が強制されないこ
と。もし強制されれば、遊びはたちまち魅力的な
愉快な楽しみという性質を失ってしまう。

②�隔離された活動；あらかじめ決められた明確な空
間と時間の範囲内に制限されていること。

③�未確定の活動；ゲーム展開が決定されていたり、
先に結果がわかっていたりしてはならない。創意
の必要があるのだから、ある種の自由が必ず遊戯
者側に残されていなくてはならない。

④�非生産的活動；財産も富も、いかなる種類の新要
素も作り出さないこと。遊戯者間での所有権の移
動をのぞいて、勝負開始時と同じ状態に帰着す
る。

⑤�規則のある活動；約束事に従う活動。この約束事
は通常法規を停止し、一時的に新しい法を確立す
る。そしてこの法だけが通用する。

⑥�虚構の活動；日常生活と対比した場合、二次的な
現実、または明白に非現実であるという特殊な意
識を伴っていること。

17 
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深谷昌志（『子どもと学校の考現学』2017、黎明書房 p.106） 
（前略）「鬼ごっこ」でも「水雷艦長」でもよいが、遊んでいる内に、子どもは心身ともに成長していく。

そうした遊びの効用を拾い上げると、①外で体を動かすから、健康を増進する。②遊びの中で、創意工夫

を凝らすので、意欲が育つ。③友だちと遊ぶことを通して、人間関係の持ち方を覚える。それと同時に、

④子どもだけで集団をつくるので、集団での行動様式が身につく。あるいは、⑤遊びを通して気晴らしが

できるなどとなる。そうした意味では、群れ遊びは、子どもの心身共の成長を促す「豊かな遊び」となる。

（後略）  
 
ピーター・グレイ（吉田新一郎訳『遊びが学びに欠かせないわけ』2018、築地書館） 
＜遊びとしてするスポーツからの教訓＞ 
教訓 1．試合を続けたければ、全員を満足させ続けなければならない 
教訓 2．ルールは修正可能で、プレーヤーたちによってつくられる 
教訓 3．対立は、話し合い、交渉、妥協で解決する 
教訓 4．あなたのチームと相手チームの違いは一切ない 
教訓 5．よいプレーをして、楽しむことの方が、勝つことよりもはるかに重要 
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資料編

ゆたかなリーグ戦文化の創出を！
－DUOリーグからのメッセージ－

　DUOリーグは、東京都文京区と豊島区の高校運動部とクラブユースで1996年度からはじまったサッカーのリーグ戦で
す。4～8月に前期リーグ（昇降格あり）、9～12月に後期イベント（8人制大会など）を行い、サッカーのシーズンを明確化
しました。2003年度からは足立区と中央区も加わり、東京都第2地区リーグとして実施されています。
　リーグ戦のオフシーズンに、フットサルに取り組むクラブも多々あります。

　　　　　　　　＜DUOリーグの理念＞
１）サッカーの生活化 → 「歯磨き感覚」「引退なし」のスポーツライ
フ
２）「補欠ゼロ」のゆたかなクラブ育成 → チームからクラブへ
３）強いチームとたくましい個の育成 → レベルアップ
４）サッカーをささえる人材の育成 → 自主運営と受益者負担

　ただ単に試合を消化するだけでなく、「DUOリーグの理
念」の実現へ向けて、個人、チーム、クラブ、そしてリーグ
全体で取り組んでいます。2008年度に「履けなくなったサッ
カーシューズでできた履けるトロフィー」を制作しました。リ
サイクルプロジェクトにつながる事業です。12年間使用した
このトロフィーも2019年度リーグが最終です。

　加盟クラブは、都立小石川、昭和一、三菱養和SC、京華、都立向丘、筑波大附属、学習院、豊南、本郷、豊島学院、
城西、郁文館、駒込学園、巣鴨、立教池袋、獨協、都立豊島、淑徳巣鴨、都立竹早、日大豊山、都立文京、都立足立、
都立江北、足立学園、都立荒川商業、中央大学高校、都立千早、文京区中学生選抜、FC西巣鴨03、都立足立新田、
都立淵江、貞静学園、都立青井、都立足立西、都立足立東で、1クラブから複数チーム出場も、複数クラブの合同チー
ム出場も可能です。レベル別に1部、2部、3部に分かれ、上位リーグとの昇降格もあります。


